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第８章 ボランティアの活動

災害時におけるボランティアの受け入れ体制については，県社会福祉協議会が作成した

マニュアルに基づいて，市町村社会福祉協議会がボランティアの受付や派遣，被災者から

のニーズ受付などを行う「災害ボランティアセンター」を設置し，これを県社会福祉協議

会の「救援対策本部」や近隣の市町村社会福祉協議会等が支援する仕組みが整備されてい

る。

今回の県北部豪雨災害では，7月23日に県社会福祉協議会内に救援対策本部が設置され

たとの連絡を受け，記者発表を行うとともに，災害ボランティアに関する情報の収集にあ

たり，翌日からは被災地市町の社会福祉協議会に災害ボランティアセンターが設置され始

， ， 。 ，めたため 各地の災害ボランティアセンターとも連絡を取り 状況確認を行った さらに

内閣府からの連絡を受けて，防災ボランティア活動における熱中症の予防対策の手段を講

じるよう通知した。

また，県職員のボランティア参加については，7月25日から8月2日にかけて各災害ボラ

ンティアセンターへボランティア要請状況の把握及び参加予定者数の連絡を行い，現地で

混乱を招くことがないよう努めた。

第１節 社会福祉協議会の活動

１ これまでの取組

社会福祉協議会（以下「社協」という）では，阪神・淡路大震災を契機に災害時にお

ける被災地住民への支援活動として災害救援ボランティア活動に積極的に取り組んでき

た。

鹿児島県社協の具体的な取組として，平成10年から毎年，県総合防災訓練や桜島火山

爆発総合防災訓練に参加し災害ボランティアセンター設置運用訓練を行うとともに，平

「 『 』 」 。 ，成10年2月に 災害時の 福祉救援ボランティア活動 マニュアル を策定した また

最近では，平成16年10月の新潟県中越地震時の際，現地災害ボランティアセンター運営

支援のため職員を派遣したほか，平成17年８月には鹿児島県社協が提案した九州各県・

指定都市社協間の災害時相互応援協定が成立した。

平成17年9月の台風14号災害では垂水市が甚大な被害を被ったが，垂水市社協が「垂

水市災害ボランティア現地本部」を設置し，地元社協をはじめ鹿児島県社協及び県内市

町村社協が協力し合いながら被災者支援及びボランティア活動支援を行った。平成18年

3月には，この台風14号災害で得た教訓等を踏まえ，平成10年2月に策定した前述のマニ

ュアルを「災害時の『福祉救援ボランティア活動』支援マニュアル」に改訂した。

今年の県北部豪雨災害においても，被災地社協はもとより被災地近隣社協や関係機関

等の協力を得ながら被災者支援及びボランティア活動支援を行ったところであり，その

取組については以下のとおりである。
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